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お
知
ら
せ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

能
代
市
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と

持
続
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
維
持

　
能
代
市
の
公
共
交
通
の
現
状
は
、

利
用
者
の
減
少
に
よ
る
バ
ス
路
線
の

廃
止
・
縮
小
が
続
き
、
財
政
的
な
負

担
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
急
速
な
高
齢
化
の
進

展
や
運
転
免
許
証
返
納
者
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
必
要
性

は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く

と
予
測
さ
れ
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
、
利
便
性
の
高
い
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
体
系
の
構
築
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地

域
、
交
通
事
業
者
、
行
政
が
課
題
や

方
針
を
共
有
し
、
交
通
資
源
の
有
効

活
用
や
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
能
代
市
地
域
公
共

交
通
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　

　
商
工
労
働
課　
℡
89
・
２
１
８
６

　
計
画
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

第
３
次
能
代
市
障
が
い
者
計
画・第
７
期
能
代
市
障
が
い
福
祉
計
画・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
期
能
代
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
を
策
定

　
障
が
い
者
お
よ
び
障
が
い
児
の
た

め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

と
な
る
「
障
が
い
者
計
画
」
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
体
制
の

確
保
に
係
る
目
標
や
見
込
み
量
な
ど

を
定
め
る「
障
が
い
福
祉
計
画
」「
障

が
い
児
福
祉
計
画
」
の
３
つ
の
計
画

を
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
を
進
め
、
「
共
生
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
全
て
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

基
本

方
針

目標１　市民の地域内移動の利便性の向上

目標２　中心市街地とのアクセス性の向上

目標３　安定的かつ長期的な公共交通の提供

目標４　取得しやすく・わかりやすい情報発信の強化

目標５　利用してみたい・利用できると思う機会の創出

基
本
理
念

　
地
域
で
人
と
つ
な
が
り
、
互
い
の

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
の
実
現

基
本
目
標

　
と
も
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
の
あ
る

ま
ち
能
代

計
画
期
間

●
第
３
次
能
代
市
障
が
い
者
計
画

　

…

令
和
６
〜
11
年

●
第
７
期
能
代
市
障
が
い
福
祉
計
画

　

…

令
和
６
〜
８
年

●
第
３
期
能
代
市
障
が
い
児
福
祉

　
計
画…

（
令
和
６
〜
８
年
）

問
合
せ

　
福
祉
課　
℡
89
・
２
１
５
２

　
計
画
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

第３次能代市障がい者計画の施策体系【施策分野】
および分野ごとの目標（令和６～11年度）

 施策分野１　共生社会の実現に向けた取り組み
障がいのある人も社会参加できる環境が整っ
ていると思う市民の割合…13.5%→25.0%

 施策分野２　安全・安心な生活環境づくり
福祉避難所数…４カ所→８カ所

 施策分野３　暮らしを支える体制の整備
手話奉仕員養成講座（基礎課程）の修了者
…累計30人

 施策分野４　障害福祉サービス等の推進
市内のグループホームの総定員
…82人→100人　ほか

 施策分野５　社会参加と自立の促進
民間事業所における障がい者雇用率
…2.62%→3.06%

　共生社会実現のため、次の「優しさ
の３本柱」を念頭に、計画に掲げる各
施策に取り組みます。

障がい者理解の促進
合理的配慮の促進
情報発信・共有の推進


